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－紅会　第２０回　歴史研究同好会

2016

学び舎の町　足利散策ツアー

５ ．　８

足利　　　　　　　　　　　、

古代、足利は東山道の交通の要地

藤原系足利氏が源頼朝によって討たれると、

源氏系足利氏が鎌倉時代を通じて足利庄を支配。

室町時代は上杉氏が関東管領どなり管理。

江戸時代、主に戸田氏が足利藩1:万１千石の領主として

幕末を迎える。足利陣屋支配。
古代から織物業が発展、１８世紀に京の西陣から絹織物

が移入され、桐生とならぶ絹織物の一大産地となる。

足利学校

創設　鎌倉時代　建久年間　（1190 －1199 ）

創設者　　 足利義兼　（足利氏の祖　足利義康の子）　

時の執権　北条時政の娘を夫人として迎える

足利氏は、源義家を祖とする清和源氏の末裔

……’　また、鎌倉幕府の祖　源頼朝とも姻戚関係　

関東管領上杉憲実が実質的に学問所として再興

鎌倉の円覚寺の管|央元を招き、校長とする。

学校め蔵書として多くの書物を寄進

漢学研修の場となる。

蔵書の例　「礼記正義」（国宝）

(毎年1度

「文選」（国宝）∧ほL

「唐書」「春秋Z冶 注疎」

「論語義疎」（重要文化財）など

虫干しのニュースが放映される）

戦国時代には兵術の易占いを伝授することで

有名となり、後北条氏などの保護を受ける。

フランシスコ・ザビエルが「坂東の学校」と記述。
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江戸時代も徳川将軍家から手厚い保護を受ける。

(火事で焼失した施設の修復、孔子廟の復元など)

渡辺峯山（天保2年　1831 ）や
吉田松陰（嘉永5年　1851 ）が来訪している。

明治時代に小学校として使用。

大正１０年　国の史跡指定。

鏝阿寺（ばんなじ）

足利義兼の創建

建久７年 （１ １ ９ ７）真言宗大日派

本尊　 大日如来

約４万坪
足利氏の居館跡　土塁や堀に今も中世の館の面影が

残る。
義兼の子　足利義氏が本堂を建立。

落雷で焼失したが、その後再建。　　　　-ﾐ･
●･

現在、本堂は国宝に指定。

経堂、多宝塔、などが重要文化財

栗田美術館

足利市の実業家　　栗田英男氏が建設

栗田英男氏（1912 －1998 ）

足利市の豪商の家に生まれ、戦後　衆議院議員

資産を投じて、伊万里、鍋島の名品を

半世紀にわたって収集。

1968年　に開館

伊万里焼、鍋島焼の専門美術館として有名

敷地　　３万坪

収蔵品　1万点以上
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た
。
塹

四
の
書
店
の
２

階
で
洋

る
英
語
力
を
早
く
身
に
付

け
た
い
」
。
辞

り
た
い
」
と
思
っ
た
。

同
じ
頃
、
図

書
室
で

出
合

っ
た
の
が
、

ス
タ
ン

ダ
ー
ル
や
ロ
マ
ン

ー
ロ
ラ

ン
ら
の

フ
ラ
ン
ス
文
学

。
人
間
心
理
の
鋭
い
描
写

に
魅
せ

ら
れ
、
「
こ
れ

が
一
生
勉
強
で
き

た
ら
」
と
東
京

大
の
仏
文
科
を
志
し
た

。

引

き

、

息

て

も
ら

う
」

わたなぺ・ふさおさん　 甲
。-｢h出身。甲府

７高－。。。t人
文学 部仏文科卒。ＮＨＫに在

｢ 桜 田 門 外 十

受賞 。 2001 年 に は 『ゲル マ ン

紙 幣 一億 円』 で 第15 回中 村 星

湖文 学 賞。｡71歳。ji,Ｕ
１４都 世 田

谷 区 在F倖。

何
作
品
か
書
く

と
「
プ
ロ
に
読
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
る

。

「
歴
史
文
学
賞
」
に
狙
い

を
定
め
て
何
度

か
挑
戦
し

、
「
桜
田
門

外
十
万
坪
」
で

受

賞
し
た
。
盟

羅

新
直
後
の
土
地
周
旋
を

め
ぐ

る
元

与
力
の

生
き

様
を

描
い

た
作

品

。
「
歴

史
的
な
事
実
の

裏
に

、
ど
ん
な

人
間
の

ド
ラ
マ

が
あ

っ
た
の
か
を
想

像
す

る
の
が
楽
し

か
っ
た
」

「
実
証
的
な
こ

と
を
書
か
な
け
れ
ば
読

‘

者
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
」
と
、
事
実

を
丹
念
に

調
べ
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

江
戸
か
ら
大
正

ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
時
代
を
書
い
て

き
た
が
、
今
、
頭

の
中
に

あ
る
の
は
『
昭
和
』
だ
と
い
う
。

ど
り
着
い
た
の

が
「
原
稿
用

紙
を
埋
め
る
　
『
あ
の
悲
劇
的
な
戦

争
が
な
ぜ
起
こ

っ
た

こ
と
』
だ
っ
た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
か

。
昭
和
と
い
う
時
代
に

つ
い
て
考
え

歴
史
好
き
で
、
大
学
進
学
で

も
仏
文
か

て
み
た
い
」
と
、
戦
争
前
夜
の
日
本
社
会

歴
史
か
で
迷
っ
た
ほ

ど
。
書
き
た
い

ジ
ヤ

に
生
き
た
人
間
の
ド
ラ
マ
を

構
想
す
る
。

ン
ル
は
お
の
ず
と
歴
史
も
の
に
な
り
、
プ

故
郷
で
の

高
校
時
代
、
人
間
描
写
に

魅
せ

〈
小
沢

甲

吾

〉

渡
辺

房
男
さ
ん
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「
生
身
の
人
間
が
一
体
何
を
見
て
何

を
食

歴
史
経
済
小

説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
活
　

卒
業
後
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局

。
デ
ィ
レ

ク

来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の

礎
に
な
る
と
思

べ
て
、

ど
ん
な
音
を
聞
い
た
の
が
。
細
部

躍
を
続
け
る
。
膨
大
な
史
料
や
文
献
を
丹

タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ト
サ

ー
と
し
て
教
育
番

う
と
、
楽
し

か
っ
た
」
　
　
　
　
　
　
　
　

を
突
き
詰
め
る
」
と
い
う
姿
勢
は
、
こ

れ

念
に
調
べ
上

げ
、
時
代
考

証
を
重
ね
る
。

組
の
制
作
に
携
わ
っ
た

。
放
送
局
を
選
ん
　

た
だ
、
5
0歳
を
前
に
「
１
人
だ
け
で
で

ま
で
出
版
さ
れ
た
1
4冊
に

通
底
す
る

。
経

そ
れ
を
土

台
に

、
社
会
に

お
け
る
人
間
の

だ
の
は
「
学
問
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、

き
る
こ

と
に
挑
戦
し

た
い
」
と
の
思
い

が

済
活
動
が
絡
む
の
も
作
品
の
特
徴
だ

。「
経

営
み
を
描
く
こ

と
に
こ
だ
わ
る
・
　
　
　

生
身
の
社
会
を
見
つ
め
た
か
っ
た
」
か
ら

沸
い
て

き
た
・
づ
貧
送
の
仕
事
は
カ
メ
ラ
に

済
は
社
会
の
人
間
の
営
み
の
基
本
。
歴
史
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府
一
高
生
の
頃
に
時
折
、
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人

間

の

ド

ラ

マ

実

証

的

に
　

配

四

否

の

社

会

は

を
の
ん
だ

。
「
こ

ん
な
に

た
く
さ
ん
の
世

だ

。
「
人
間
の
思

い
や
悲
し
み

、
面

び
を

音
声
、
編
集
、
車
両

の
運
転
ま
で

全
て
共

界
の
本
が
並
ん
で
い
る
。
全
部
読
破
で
き

感
じ
、
そ
れ
を
基
に
い

ろ
ん

な
番
組
を
作

同

作
業
で

成
り

立
っ
て
い

る
か
ら
だ

。
た

駆
け
で
、
試
行

錯
誤
の
連
続
だ
っ
た

。「
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
」
こ

と
と
「
興
味
を

こ

と
に

心
を
砕
い
た

。
「

臆

ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
業
の
傍
ら
、
時
間
を
見
つ
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渡辺房雄先生を囲んで 一紅会歴史研究同好会

第20 回「学び舎のまち 足利散策ツアー」参加者名簿（敬称略）

催行日　平成２８（2016 ）年５月８日（日）

卒業年次

Ｓ３８年 卒

Ｓ３０年 卒

Ｓ３２年卒

Ｓ３３年卒

Ｓ３ ５年 卒

Ｓ３６年 卒

S38 年

お 名 前

渡辺　房男(講師)

神田　四郎

神田　信子

小坂　敏子

佐野　知子

塩瀬　昭子

近藤　文子

轟　佐知子

中込　 勝子

清水　 容子

野田　 純子

大久保久子

川那辺 スズカ

井 上　 若 子

雨宮　　 武

'若 尾　 和子

樋川　 紘一

飯 田冨美子

斉藤由美子

志村　 昌也

作道　　 恒

塚越　　 洋

雪江 武 雄

谷 口百合子

雨宮　 武士

一瀬　　 明

市橋金之助

長沼　　 真

祢津　 信夫

山田　 常夫

新宿～参加者：５夕名

現地参加者　：　　２名

仇痔　　 ・鳶以 降 ，.雨 咤Lj）

ＮＯ

３１-

３２-

３３

３４

３５-

３６-

３７

３８-

３９

４０

４１

４２

４３

４ ４･

４５-

４６-

４７

４８

４９-

５０

５１-

５２

５３

５４-

５５-

５６-

５'７

現地参加

１

２

卒業年次

Ｓ３８年卒

Ｓ４０年卒

Ｓ４ １ 年 卒

Ｓ４ ４ 年 卒

Ｓ ４ ５ 年 卒

Ｓ４ ６ 年 卒

Ｓ４ ７年卒

Ｓ５２年 卒

Ｓ５６年卒

Ｓ５７年卒

Ｓヨ? 肺卒

Ｓ３５年卒

Ｓ４０年卒

お　名　前

矢崎　茂夫

矢崎 敏子

梅潭　梅子

新海　行子

鈴木　紀子

飯野　文吾

斉藤　勝人

鈴木　勝典

雨宮　喬子

宇野由美子

深潭 保子

山本　秀彦

峯川　文江

百瀬　良彦

西野　公子

山下　恵子

佐藤みどり

山田　陽子

佐藤　　守

伊藤由佳美

塚田　　薫

中山　初美

吉川　文代

飯野　正人

鷹野　由香

石井　孝明

省略晨都子

小笠原紘子

河西　良幸
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